
福祉サービス第三者評価の結果 
 

１ 評価機関 
 

名称：有限会社 エフワイエル 
所在地：390-0867 

長野県松本市蟻ケ崎台 24－3 

評価実施期間： 

令和 ４年 10 月 ３日から令和 ５年 ２月 10 日 ＊契約日から評価結果報告会日まで 

評価調査者（評価調査者養成研修修了者番号を記載） 

050542 061163 
 

２ 福祉サービス事業者情報（令和 ４年 12 月現在） 
 

事業所名：認定こども園インターナショナル 

スクールオブ長野 南松本キャンパス 
種別：認定こども園（地方裁量型） 

代表者氏名：栗林 梨恵 

  施設長：中島 由布子 
定員（利用者数）：94 名（76 名） 

設置主体：（同）WIP 

経営主体：（同）WIP 
開設年月日：令和 ３年 ４月 １日 

所在地：〒390-0832 

長野県松本市南松本 1-2-2 

電話番号：0263-87-5971 FAX 番号：0263-87-5971 

電子メールアドレス：admin@isnedu.org 

ホームページアドレス：https://matsumoto.isnedu.org/ 

職員数 常勤職員：16 名 非常勤職員：９名 

職員内訳等 
保育士：18 名  子育て支援員：１名  調理員：１名 

常勤職員の平均年齢：43 歳  平均在職年数：５年 

施設・設備の概要等 保育室：５室 遊戯室：１室 便所：２室 事務室：１室 調理室：１室

 

３ 理念・基本方針 
 

 

世界という選択肢を全ての子ども達へという理念の下、 

１、心身共にバランスのとれた人間 
２、自分を信じ他者を思いやり、愛にあふれ感謝できる人間 
３、世界的視野を持ち、挑戦を楽しみ探究し続ける人間    を育成します。 

 

私たちの役割は国際水準の学びを通し、子ども達が安心して 豊かに成長できるスクールコミュ

ニティを共につくリます。 
 
基本方針 

私たちは vision を共有し、お互いを尊重しポジティブにコミュニケーションをとることが出来

る人材を育成します。 
私達は探究心を持ち経験や知識を積み重ね主体的にチャレンジを続ける人材を育成します。 
私達は自然豊かな地域の中で快適で安全に探究が出来る環境を提供します。 

 



 

４ 福祉サービス事業者の特徴的な取り組み 
 

 

 松本市の自然豊かな環境を活かし、アルプス公園など、園バスを使用し、様々な場所へ出掛け

たり、乳しぼり体験、クリーンセンター見学、警察署への訪問など、社会見学を積極的に取り入

れている。 

 国際バカロレア（IB）認定校として、日本語・英語による保育・IB プログラムの提供と共に、

認定こども園として保育の質の向上と両立させたキャンパスを目指している。 
 

 

５ 第三者評価の受審状況 
 

受審回数（前回の受審時期） 初回 

 

６ 評価結果総評（利用者調査結果を含む。） 
 

 

◇ 特に良いと思う点 
 

〇 子どもの成長を導く教育・保育 
 
インターナショナルスクールオブ長野南松本キャンパスは認可外施設から認定こども園に移行

して２年目の園であり、少人数の園児に手厚い職員配置で一人ひとりの子どもに応じたきめ細かな

対応を可能としている。その教育課程に係る教育時間（日中活動）は全て英語で行い、初めて英語

に接する子どもが多いなか、職員の指導により数か月で英会話が出来るようになるという。 
とにかく、子どもの成長力、吸収力と職員の指導力に驚くばかりである。 
園での活動は保育指導に沿った計画と、園の特色である国際バカロレア（IB）プログラムによる

探求の学び、英語・スイミング・ミュージック・ジムレッスンの他、５歳児からはテニスレッスン

など独自の取り組みも計画に組み入れ、国際的な視野をもつ人間の育成を目指している。 
なによりも子ども主体の教育・保育の実践は、子ども達のやりたい事に手や口を出し過ぎないよ

うにして、自分達で考えることを重視した環境設定に力を注いでいる。 
子ども達は朝会、夕会、探究レッスンなどで自分の思いや意思・意見を発表する機会を通して、

また、日中活動を通して自律性・自主性・社会性・協調性などの力が育っている。 
日中活動が終了すると子ども達が１日を振り返り、10 の IB の学習者像に照らし合わせて自分や

友達の価値を認め、絵カードや手作り道具で表明する機会もある。 
これらの活動を通して子どもの個性を把握した実践については、今回の利用者調査の「担当保育

士は、お子さんの良い所や個性を認めていますか」の問いに対して、100%の回答を得ている。 
また、目標・方針を知っているという方の全員が、子どもの人権を尊重していると答えている。

それが職員にとって最高の自信へ繋がり、やりがいも増している。 
 
重要事項といえる生活の手引きには園の理念・方針・園のきまり、持ち物や感染症等についての

他、職員体制、嘱託医・歯科医・薬剤師、管轄警察・消防署、相談・要望・苦情について説明し、

保護者への理解・信頼へと繋げている。 
さらに、災害対策や園外避難の第１、第２避難場所、どのように避難するかなどもあり、保護者

にとっては事前に知っておくことで安心となっている。 
また、保護者が担任との面談を希望する場合は、予めの連絡にて時間帯内でいつでも相談等がで

きること、同様に自分の子どものポートフォリオ・ライティングブック・テキストブックなどの閲

覧も予約連絡があれば可能なことも知らせている。保護者の、勤務時間の関係で習い事に通わすこ

とが困難との声に応えて、子ども達がピアノ講師からレッスンを受けるスペースの提供もある。 
認定こども園として２年目で第三者評価を受審し、また、施設関係者評価も実施するなど、その

プロセスで自分達での改善点を明らかにし、質の向上を図る意欲には感心する。 
 



 
◇ 特に改善する必要があると思う点 
 
 〇 スタートは事業計画 
 
法人では IB プログラムの普及・促進に向けた長期計画があり、定期的に会計士からの助言を得

て、改善に向けて努力していることは理解する。 
個の力を活かしつつ、組織として安定的な経営をするためには、まず、組織・施設の目指すべき

方向性を明確にし、周知する必要がある。 
ところが、設置・運営する法人では各施設の目標や重点施策を定期的に策定し、それを社員、職

員へ伝達・共有する仕組みが進んでいないと感じる。 
まず、各施設の３年程度の中長期的な立場からの事業計画の策定が必要であろう。 
経営理念を実現するために、どのような取り組みを重点的に行うのか、質の向上や効率的なサー

ビスの提供に向けてどのような取り組みを行うのか、職員の能力向上や意欲向上に向けてどのよう

な取り組みを行うのか、質の向上や安定的な組織運営に向けて、委員会等を含めてどのような組織

体制を構築するのか、収支バランスの取れた健全な財務状況の確立に向けてどのような取り組みを

行うのか、そして、それぞれについて最終年度で達成すべき目標をたてる。 
それを基に各年度の目標と実施状況を検討し、各施設の単年度計画へと繋げるのである。 
各施設での計画は社員の決定を受けたのち、また、施設横断的な内容については周知と具体的な

連携方法についても検討する。そして、可能な限り達成目標を具体的な数値化とし、どの部署が、

誰が、いつ、何を、どのようにしてやるのかなど、具体的に検討するのである。 
材料とするのは、行政の子ども子育て支援事業計画、組織の状況、子どもの育ち、子ども・保護

者や地域のニーズ等、事故ヒヤリハット、意見・要望、苦情などであろう。 
各クラスの指導計画やその振り返り・見直しを視ると社員・職員のレベルも高く、同じように考

えれば実施は容易と思われる。 
なお、第三者委員の設置は期待したいところである。 

 
 〇 探求心を育てる未満児のおもちゃと絵本 
 

 未満児のメドー、レインボー、以上児のオーロラ、シューティングスター、ミルキーウェイの各

クラスの教育・保育は、視覚・聴覚の情報を多数用意して実践が進められている。 

 また、どのクラスも教育課程に係わる教育時間は座位の姿勢で進められ、教育課程に係わる教育

時間外は家庭的な雰囲気で安心感をもってゆったりと子どもが過ごせるように努め、日本語で進ん

でいる。 

 在園する子どもは残りの人生で今が一番若い時であり、特に未満児が良いおもちゃと絵本に出会

う機会を増やす必要を感じる。 

教育時間外や貸し出し図書など、子どもが自由に選んで見ることのできる環境を期待したい。 

子どもにとって本は「人生を切り拓く鍵」、「知らない世界への扉」とも言われる。 

 また、１冊の本は孤立して存在するのではなく、関連する本の世界に存在する。 

 そして、見て、読んで感動すると、次の本を自然と読みたくなる力が湧いてくる。 

 このことを理解して読書支援に注力すると、子どもにとって見えない未来の想像が膨らみ、学習

意欲も更に増し、教育・保育の指導の効果も今以上に視えてくると思われる。 

 

 ただ、冊数を増やすのではなく、本の質にも注意する必要があり、絵本の場合などは奥付を知る

のである。 

絵本の住民票といえる奥付には、出版社名、発行年月日、刷数、改訂の記録などが載っていて、

保護者、保育園、幼稚園、図書館、学校で読み継がれるロングセラーは増刷が進み、刷数の数値が

徐々に高くなってきて、日本の絵本で 100 刷を超えるものは 50 冊程度もある。 

また、未満児は一生のうち一番成長の変化が大きい時期で、運動能力とともに五感が育つ時期で

もあるが、年齢や成長に合わせた刺激でないとマイナスになってしまう。 

プル、プッシュ、アップ、ダウン、叩いて鳴る、積む、壊すなど、各種のおもちゃを教育時間外

に自由に使える環境作りも更に期待したい。 
 

 

 

 



 

 

７ 事業評価の結果（詳細）と講評 

共通項目（別添１） 

内容評価項目（別添２） 
評価細目（別添 1、2）に対する判断基準は以下の通りとなっています。 

ａ：よりよい福祉サービスの水準・状態、質の向上を目指す際に目安とする状態 

ｂ：ａに至らない状況＝多くの施設・事業所の状態、ａに向けた取組みの余地がある状態 

ｃ：ｂ以上の取組みとなることを期待する状態 

 つまり、「ある、ない」や「やっている、やっていない」という外的基準ではなく、やっている事の

内容を評価員・評価機関が判断してａ・ｂ・ｃを決定しています。 

 そのため、当評価機関としてはａの場合は取り組み状況、ｂ・ｃの場合は取り組み状況と検討課題

を記載しています。 

 そして、各評価細目や利用者調査の内容を長期的、多面的、根本的に考え、事業所の全体像を把握

して総評を決定・作成しています。 
 

８ 利用者調査の結果 

アンケート方式（別添３－１） 
 

９ 第三者評価結果に対する福祉サービス事業者のコメント 
 

 

福祉サービス第三者評価を受審し、改めて当スクールの強みと課題点が明確になり、大変良か

ったと思います。 

認定こども園としては、２年目と設立からまだ年月が長くはありませんが、今回ご指摘頂いた

具体的な内容や改善点を今後の運営や保育の現場に活かしていきたいです。 

保護者からのアンケートでは、多くの良い評価を頂き、感謝すると共に、頂いたご意見にも耳

を傾け、より質の高い教育の提供を図って参りたいと思います。 

 


